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定期監査結果報告書指摘事項に関する措置状況 

 

【令和７年度 定期監査結果報告書分】 

指摘事項 措置状況 課名 報告年月日 

部局監査 

 都市公園における物品販売の許可申請の際には、都市公園内

行為許可申請書に添付書類として「製造物賠償保険(ＰＬ保険)

等の証書の写し」｢販売品目の説明書類｣「販売車両の写真｣「営

業許可証の写し」等を提出する必要があるが、過去に許可書の

交付を受けたことがある申請者に関しては、再申請の際に添付

書類の省略を認めているとのことだった。しかし、当初申請に

提出されていた添付書類の「製造物賠償保険(ＰＬ保険)等の証

書の写し」が期限切れとなっているにも関わらず、添付を省略

していることが判明した。運用において添付書類の省略を認め

るのであれば、再申請の際には、提出済みの書類がすべて有効

なものであるかを確認し、その他、販売車両、販売品目等の必

要書類についても変更がないか等を確認のうえ、事務処理を行

うよう改められたい。 

 

 

 

 

物品販売の許可申請の件数は令和６年度で６件、令和７年度２月現在で２件

となっており、申請数は少ないものとなっております。 

このため、今後の措置としては申請受付時及び決裁時に担当者と課長補佐で

申請書類の内容確認を徹底します。 

特に PL 保険証書については、有効期限が１年間であるため、当初申請時に

有効期限を確認します。 

 

令和８年度より、決裁起案時に申請者から提出される添付書類については、

チェックリストにて書類確認を行い、省略できる書類がある場合はその旨を記

載するようにいたします。 

土木管理課 令和 8 年 

3 月 26 日 

部局監査 

 いぬやまスポーツコミッションの事務局については、いぬや

まスポーツコミッション負担金を支出しているスポーツ交流

課の職員が事務を担っており、犬山市からいぬやまスポーツコ

ミッションに交付した負担金の大半は、いぬやまスポーツコミ

ッション会長名義で各種団体に補助金として交付されている。

この補助金交付の際には、会長印を押印した補助金交付決定通

知書を発行しているが、会長印の管理状況を確認したところ、

公印使用簿が作成されておらず、公印の管理が不十分であるこ

とが判明した。今後は公印使用簿を作成し、適切な公印管理及

び事務処理を行われたい。 

 

 

 

 

これまで公印使用関して、公印使用簿を作成しておりませんでしたが、令和

８年度より別紙により公印使用簿を作成します。 

公印の管理についてはスポーツ交流課長が一元管理し、適切な事務の執行に

努めます。 

スポーツ交

流課 

令和 8 年 

3 月 26 日 
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指摘事項 措置状況 課名 報告年月日 

部局監査 

栗栖芝生広場等維持管理委託の業務内容として、エナジーサ

ポート株式会社のグラウンドの除草、芝刈り等が含まれていた

ため、その理由について確認したところ、市内の体育施設が不

足していることからエナジーサポート株式会社のグラウンド

を無償で借用し、野球やソフトボールの市民大会等に使用して

いるため、必要な芝刈り等を市が実施しているとのことだっ

た。この理由には納得できるものの、エナジーサポート株式会

社との間でグラウンド使用及び維持管理に関する文書協定等

の締結がなされていないとのことだった。これらの内容を明確

にするため、契約の見直し及び協定の締結等について、協議の

うえ、文書等で残されたい。 

 

 

 

エナジーサポート㈱のグラウンドの維持管理業務委託の実施については、市

内の体育施設が不足していることから、市民大会等の開催場所を確保するた

め、エナジーサポート㈱のグラウンドを借用し、ソフトボールなどの市民大会

等を開催しています。 

エナジーサポート㈱グラウンド利用については、使用料は無償ですが、利用

にあたり必要な芝刈り等については市が実施することとしています。 

当該グラウンドの利用にあたっては、エナジーサポート㈱と協定は締結して

おりませんので、今回のご指摘を受け、現在、エナジーサポート㈱との協定締

結に向け協議を進めており、令和８年度に協定を締結してまいります。 

また、契約書については、委託発注の合理化をするため、栗栖芝生広場とエ

ナジーサポート㈱グラウンドの除草等を一括発注しているものですが、令和８

年度から別紙のとおり契約書の委託名を変更し契約内容を明確にします。 

 

 

 

 

スポーツ交

流課 

令和 8 年 

3 月 26 日 

部局監査 

前回の定期監査において、中学校部活動外部指導者への報償

費に関する報告漏れ及び追加支払について指摘し、再発防止策

を講じたとの報告を受けていたにも関わらず、今年度も同様の

事案が発生していることが判明した。今回の件については、部

活動地域移行時における学校現場と外部指導者間の意識のズ

レから生じた確認不足によるものとのことだったが、同様の事

態を再び招くことのないよう確認方法を見直されたい。 

 

 

中学校から当課への報告漏れによるもので、中学校部活動外部指導者の活動

実績の把握から実績報告書の提出までの流れについて、４中学校担当者と下記

の内容について前回の指摘時点と同様に再度確認し、再発防止策を講じた。 

 

１ 外部指導者は顧問から示される部活動実施計画および指導計画に基づい

て、指導にあたるとともに、活動実績書を作成し、顧問に提出すること。 

２ 顧問は、外部指導者から提出された活動実績書の記載内容と実際の活動に

不一致がないか確認し、担当者に提出すること。 

３ 担当者は、活動実績書に基づいて実績報告書を作成し、校内での確認を経

て、翌月５日までに学校教育課に提出すること。 

 

 加えて、当課担当者間でも報告書の提出がない場合は、活動がなかったか各

校へ再確認することを徹底すると認識を共有した。 

 

 

 

 

 

学校教育課 令和 8 年 

3 月 26 日 
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指摘事項 措置状況 課名 報告年月日 

部局監査 

犬山市文化史料館におけるからくり専門員の任用に関して

は、「犬山市からくり専門員に関する規則」で必要な事項を定

めており、出退勤管理はどのように行っているのかを確認した

ところ、出勤簿で管理しており、出勤した際に出勤簿に押印し

てもらっているとのことだった。しかし、職務に従事する時間

の定めがないため、従事時間を把握できていない状況であっ

た。歴史まちづくり課においては規則に則った運用となるよう

検証を行い、加えて従事時間が把握できるような管理体制を整

えられたい。 

 

からくり専門員は、文化史料館（南館）を中心に、からくりの製作・実演・

説明等を通じ、犬山が世界に誇るからくり文化の普及・啓発と郷土の教育活動

の推進を行います。 

そのために、からくりの実演時間を包含する時間帯に職務に従事できるよ

う、去る３月１３日にからくり専門員と面談を行い、本人の体力と職務の遂行

のバランスを取りながら行っていくことを確認しています。 

なお、従事時間の把握については、令和８年度から勤務の開始時と終了時に

からくり専門員自らが文化史料館（本館）に出向き報告し、市雇用職員がしっ

かり記録を残して管理することとします。 

歴史まちづ

くり課 

令和 8 年 

3 月 26 日 

部局監査 

 犬山市文化史料館本館及び南館において民間事業者の商品

を販売している物品委託販売事業について、聞き取り及び資料

提出を求めたところ、実施方法等に疑問視する点が多々見受け

られた。商品購入者からの売上代金は、市が受付業務を委託し

ている公益社団法人犬山市シルバー人材センター（以下「シル

バー人材センター」という。）職員が受領し、領収書は「シルバ

ー人材センター」名義で発行し、領収印は「シルバー人材セン

ター」を押印していた。シルバー人材センター職員が不在の場

合は、市職員が売上代金を受領し、領収書は「犬山市文化史料

館」名義で発行し、領収印は「犬山市分任出納員」を押印して

いた。また、受領した代金は、全額を市の会計へ歳入するので

はなく、販売手数料として売上金の 10％を市へ歳入し、手数料

を差し引いた代金は文化史料館で保管し、１～２か月分をまと

めて販売元である事業者に渡しているとのことだった。加え

て、商品が盗難、紛失、破損等した場合の補償については、取

り決めがなされておらず、責任の所在が曖昧となっていた。こ

れらの事業者とはどのような契約を取り交わしているのかを

確認したところ、事業者から「物品委託販売申請書」を提出し

てもらい、申請内容を確認のうえ、「物品委託販売受諾書」を

交付しているとのことだった。物品委託販売事業に関する要綱

等の定めもなく、文化史料館の業務の一環として行っている当

該事業全体の適正性を検証し、再点検を実施されたい。 

 

 

 

 

 

犬山市文化史料館本館及び南館において民間事業者の商品を販売している

物品委託販売事業については、来館者サービスの向上を目的に今後も継続して

いきたいと考えています。 

今回のご指摘を受け、実施方法について再点検を行い、令和８年度から委託

販売商品取扱要項を定め、商品販売委託契約を締結するよう見直しを図りま

す。 

歴史まちづ

くり課 
令和 8 年 

3 月 26 日 
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指摘事項 措置状況 課名 報告年月日 

部局監査 

犬山市文化史料館に係る警備業務委託契約書を確認したと

ころ、警備業務委託料金の欄に記載されている消費税の説明書

きが「契約金額に 108 分の８を乗じて得た金額」との記載とな

っており、消費税額は 10％で計算された金額で記載されてい

た。金額上は問題なかったものの、契約書を取り交わす際には

内容を確認のうえ、適正に契約事務を遂行されたい。 

 

 

 
定期監査での指摘後、契約事務全般の担当課である経営改善課に確認を取

り、契約書訂正の手続きを行い、１月２３日付けで犬山市文化史料館に係る警
備業務委託契約書の訂正を行いました。 
 今後、契約を取り交わす際は記載内容をしっかり確認し、適正に契約事務を
遂行してまいります。 

歴史まちづ

くり課 
令和 8 年 

3 月 26 日 

施設監査 南部中学校 

未使用のレターパック（プラスとライトの２種類）が適切に

管理されていない状況が見受けられた。進路関係の書類送付等

に使用するため、毎年、一定数購入し、保管しているとのこと

だったが、購入数、購入金額、使用数、残数等が一致するよう

記録し、適正に管理されたい。また、レターパックは、使用し

た際の受領証や利用控えなどが無いため、「ご依頼主様保管用

シール」を保管する等、後々でも、いつどこへ郵送したかが把

握できるよう使用記録を残されたい。 

 

 

 
今回のご指摘の内容については、進路指導担当者が年度ごとに替わった際の

引継ぎ不足によるものだと考えています。また、在庫がある中で、さらにレタ
ーパックを購入し、毎年在庫が増えていっている状況であることも問題である
と考えています。 
今後の対応としては、在庫、購入枚数、使用枚数を記録した使用記録を年度

ごとに作成し、使用記録を確認しながら在庫管理を行うように運用をしてい
き、できるだけ在庫を持たないよう徹底していきます。 

学校教育課 令和 8 年 

3 月 26 日 

 


